

































交わる要地で、城は慶長二年（一五九七）井伊直政が烏川東岸の河岸段丘上に築城を開始したもので、安藤氏時代（一六一九―九五）には三層の天守が築 れた。城下は三重の堀の外 町屋が広がり、その外側に遠構ともまた遠堀とも称される堀や土居を廻らせた総郭型の城下町であっ 。その後弥一左衛門は大崎立合目付、御膳方、御賄方を勤め、志村家は定府家臣の道を歩むことになる。　
二代権之丞は弥一左衛門在世中に出













石を継いだ六代慎治は七月二日在所（鯖江勤務を命じられ、ここに志村家は初代弥一左衛門以来百六十年余の定府家臣に終止符を打つことになる。 藩はこ 年二月以降上原平助岡本直治、高橋和三郎など定府家臣の在所への勤務替が顕著となる。これ は幕府が前年閏八月参勤交代制度を大幅に緩和して妻子の国元居住を認めた よ もので、諸藩でも多くの家臣 国元へ帰還させている。　
だが鯖江藩には別の問題もあった。財政の
逼迫である。安政二年十月二日の大震災で当








自分たちがいた出羽山形へ向かう水野忠精家臣一行が哀れな風情であったと記されている。水野家は明らかに左遷転封（老中主座を勤めた父忠邦は二万石減封、隠居・逼塞）であったから彼女の目にそう写っ のであろう。間部家臣たちの鯖江引越も似 ものだった。村上は臥牛山に築かれた本丸を中心に山麓西に二ノ丸居館、北西に三ノ丸を配して郭内に武家屋敷を取り込み、総曲輪の外側には元禄十六年（一七〇三）には町方人口九千二百二十三人と記録される城下があった。それだけに他領が入り組み、幕府代官陣屋の他は小屋懸同然の家 十七軒ばかりあるだけという異郷への旅は不安 満ちたものだった。それだけに藩主前田綱紀の命による加賀藩の厚遇には感謝したのであろう。
さて志村慎治は明治三年（一八七〇）の
禄制改革によって家禄を現米十八石九斗八升八合に改められ、同年六月二十七日上原兵助屋敷の南 屋敷を下賜されている。
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